
計画支援型

令和3年度マンションストック長寿命化等モデル事業

高層マンションにおける災害時に備えたエレベーターの免震化

に伴う増設案等の検討（シャンボール三田における取り組み）

提案者： 一般社団法人新都市ハウジング協会
⾧寿命建築システム研究委員会（住棟インフラWG）

発表者：齋藤宏一（一般財団法人住総研）

長寿命化 災害対応 生活継続
既存エレベーター改修 免震エレベーター増設



1978年10月竣工
（2023年現在 築45年）
SRC 旧耐震（耐震改修済）
13階建て 324戸+3店舗
日の字型平面（ツインコリダー型）
外廊下 1階は共用+設備諸室

01



02

「背景・課題」「取組概要」と「評価ポイント」

高経年高層マンションで在宅避難するための災害対策



地震・停電で止まる

エレベーターなしでは
生活継続は難しい。

在宅避難における災害時上下動線確保の必要性事例
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「背景・課題」



ハザードマップ改正 → 冠水・停電対応が必要
多様な方の在宅避難 → 災害時のエレベーター稼働が必要。

水害レベルより機器を上げる
電気室等は止水対応する

04

「背景・課題」



既存エレベーター耐震改修を超える

免震構造で 新しいエレベーターを
増築する可能性の検討

敷地条件・油圧ダンパー入手困難・増築50㎡制限・工事に課題 05

取組内容：「工夫した点」「難航した点」



既存エレベーターの改修案と、免震増築案を比較説明
改修案として14耐震基準改修を推進する

免震増築案2億（1台） 改修案 0.7-0.9億（3台）

増築案は 工事困難+コスト大 改修案コストは2014耐震基準でも1/7
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取組内容：「成果等」住民説明



０９耐震での不具合報告

改修案として14耐震基準を推進
現状のエレベーター性能と、98耐震 09耐震 14耐震についての説明

現状のエレベーター▲
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「取組内容」住民説明

性能改善



税込 1.056億

改修検討報告会（報告 改修工事説明会ではない）
エレベーター改修+冠水対策及び非常電源対応による防災対応案の報告

（免震増築は困難）

（1998年型）

（2014年型）
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「みなさまがよろしければ、4月の総会議案に上げて推進します。」

説明会での賛同を受け R4総会で可決発注 R5年度工事完了

「取組概要」住民説明

税込 1.276億
1/3補助の可能性（非課税部分－3,866万円）
税込 約0.89億 （1.276億ー0.386億）
98年式より 1660万安くなる



2022 日本建築学会大会 梗概. 報告（他に構造で2件）
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取組内容：他事例への横展開



2022 日本建築学会大会 デザイン発表会報告
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取組内容：他事例への横展開


